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６
　
遺
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
名
田
木
舟
遺
跡
は
、
砺
波
平
野
西
北
端
に
位
置
し
、
福
岡
町
と
小
矢
部
市

に
ま
た
が
る
。
標
高
二
〇
―
二
五
ｍ
を
測
る
周
辺
地
域
は
扇
状
地
扇
端
部
で
も

あ
り
、
湧
水
が
豊
富
で
あ
る
。

調
査
地
は
遺
跡
中
央
や
や
東
寄

り
に
位
置
し
、
中
世
城
館
木
舟

城
跡
に
も
該
当
す
る
場
所
で
あ

る
。
町
道
改
良
工
事
に
伴
う
調

査
の
結
果
、
人
世
紀
か
ら
九
世

動

紀
ま
で
、　
一
五
世
紀
後
半
か
ら

石
　
一
六
世
紀
ま
で
を
中
心
と
す
る

く

遺
物
が
出
土
し
た
。
遺
物
の
大

半
は
中
世
木
舟
城
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
遺
構
は
過
去
の
国
場
整
備
の
影
響
に

よ
り
、
時
期
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

出
土
し
た
木
簡
は

一
点
で
、
城
西
側
の
調
査
区
で
出
土
し
た
。
当
初
、
中
世

包
含
層
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
遺
構
精
査
時
に
土
坑
が
す
ぐ
近
く
で
検
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
遺
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
出
土
地
近
辺

で
は
、　
三
ハ
世
紀
の
中
世
土
師
器
や
漆
器

・
下
臥
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
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二
片
が
接
続
し
、
裏
面
上
部
に
長
さ
三
二
ｍ
幅

一
一
剛
の
長
方
形
の
浅
い
彫

り
込
み
が
あ
る
。
頭
部
は
片
側
に
頂
点
が
偏
り
、
下
部
の
先
鋭
部
分
の
角
度
が

左
右
で
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
頭
部
頂
点
を
軸
に
写
真
右
側
に
展
開
さ
せ
た

も
の
が
も
と
の
形
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
下
端
右
側
先
鋭
部
の
角
度
が
鋭

角
的
に
遺
存
し
て
い
る
の
は
、　
一
次
利
用
時
の
形
状
を
残
す
左
下
端
よ
り
後
に

削
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
時
、
ご
く
薄
い
墨
書
が
み
ら
れ
た
。
上

部
に
確
認
で
き
た
墨
痕
か
ら
、
呪
符
木
簡
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
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